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〈 1. 書評論文 〉 































































































































































































































































































いる面がある（本書: 22）」という。このような背景から、この 2 点を克服しようとするア
プローチとして、イギリスの社会学者である N・ローズの「こころの科学」のアプローチが
採用される。著者は、ローズの立場について次のように述べている。 
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 本書は、差別とは何か、いかにして差別が生起するのかについて、2 部 7 章構成で論じて
いる。第 1 部理論編（一～四章）では、差別とは何かを定義し、どのように排除が生起す
るのかについて論じている。その上で、これまで差別を説明するために用いられてきた偏
見理論を批判し、本書における差別論による解放の戦略について論じている。第 2 部事例
編（五章～七章）では、小説における差別表現や政治家の差別発言、性別役割を啓蒙する
書籍という事例を通して、理論編に基づいた考察を展開している。 
  
2.1 第一章――差別の定義 
第一章において著者は先行研究における差別の定義をレビューし、その定義を二つのモ
デルに分類している。一つは、差別とは社会的カテゴリーによって異なる扱いをすること
であるという差異モデル。もう一つは、差別とはマジョリティ集団／マイノリティ集団と
いった二つの集団の対立や権力関係であるという関係モデルである。著者は二つのモデル
の特徴について以下のように述べる。 
差異モデルにおける差別の不当性は、「平等・権利」という論理を基礎にしており、客観
的に差別であるかどうかを判断しやすい。その反面、差別の結果のみに着目しているため、
差別者を不可視化してしまっている。その上、不当な結果の原因もまた差別であるという
視点に欠けている。 
